
と し ょ だ よ り

リサイクル本を配布します

　７月７日（土）開催の社会を明るくする運動菊池市集会で、
図書館（室）で使用できなくなった本や雑誌のバックナンバー
をリサイクル本として無料配布します。本を入れる袋などは
お持ちください。
　なお、当日は中央公民館駐車場の混雑が予想されます。
ご迷惑をおかけしますが予めご了承ください。
と　き　７月７日（土）午後１時 30 分～
　　　　※なくなり次第終了
ところ　菊池市文化会館小ホール入り口

ガーデニング写真募集中！

　泗水図書館では毎年、梅雨の時期にガーデニング
写真展を行っています。あなたのお庭・花の写真を
展示してみませんか？展示希望の人は図書館カウン
ターまで写真をお持ちください。
展示期間　６月１日（金）～6月29日（金）（随時受付）
　詳しくは泗水図書館☎ 0968（38）6866まで。
※写真は展示終了後に返却します。
（泗水図書館）

新着・お薦め図書

問い合わせ先

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　内線 303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

雑誌コーナーには、ファッショ
ン・育児・料理・旅など、約
90種類をそろえています。バッ
クナンバーは貸し出しができま
す。（泗水図書館）

たどたどしく声に出して読む歎異抄
伊
いとう
藤比

ひ ろ み
呂美　著（出版社　ぷねうま舎）

歎
たんにしょう
異抄正

しょうしんげ
信偈和

わ さ ん
讃を伊藤比呂美が現代の口語体に訳

す。詩人の感性のままに、親鸞の声が東京・下町風の
五感とリズムで蘇る。（泗水）
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さち こ
子　著（出版社　光分社）

絵本を読んでくれた子ども達のつづきが知りたいと、
次々と絵本から飛び出してくる主人公達！司書の桃さ
んは大慌て。田舎の図書館で起こった不思議な出来事。
意外な結末とは？（旭志）

一年四組の窓から
あさのあつこ　著（出版社　光分社）

中学一年生の夏に転校することになった井島杏里は、
転校した中学校の使われなくなった『１―４』で市居
一真と出会う。杏里と出会った一真は彼女に絵のモデ
ルになって欲しいと思い始めて・・・。杏里と一真の
友情と成長を描いた青春小説。（中央）

キャベツ炒めに捧ぐ
井
いのうえ
上荒

あれ の
野　著（出版社　角川春樹事務所）

東京の私鉄沿線の、小さな町の商店街の中に総菜屋「こ
こ家」がある。そこで働く６０代女性３人の人間模様
を描いた物語。三者三様の人生があさりフライ、豆ご
はん…等美味しい料理とともに語られていく。（七城）
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